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米軍空中写真を用いた広島陸軍兵器補給廠八本松分廠の調査と活用方法の提案

際に地形図や空中写真を利用しながら巡ることが出来
る。また，他の戦争遺跡を巡る時にも活用できるもの
とした。これらの情報は，社会教育の場面で活用でき
るだけではなく，学校教育でも活用できる情報であ
る。児童・生徒が，ガイドマップを手に戦争遺跡を訪
れ，空中写真や地形図の活用法や調査方法を学ぶこと
で，地理的な見方・考え方を育むことも可能である。
（図 8）。

Ⅳ．おわりに
以上のように，広島陸軍兵器補給廠八本松分廠の痕
跡と戦争遺跡の活用に向けた情報の整理，活用方法の
提案について述べてきた。本稿の結果は，以下の 3
つである。

1）米軍の空中写真を活用して補給廠の位置を特定
した。また，空中写真の活用が戦争遺跡の調査におい
て有効であることの 1例となりえる。

2）補給廠の軍用地を示す石標が 13基発見され，
石標にある通し番号から少なくとも 176基の石標が
あったと考えられる。さらに，宅地開発が行われてい
ない弾薬庫もしくは火薬庫とみられる場所には，土塁
や，土塁や斜面に囲まれた人為的な矩形の平地が残さ

れていた。今回発見した石標や土塁，人為的な矩形の
平地は，東広島市の戦争遺跡としての文化財と位置づ
けられる。

3）東広島市の戦争遺跡に関する情報を整理して活
用法を提案した。学校教育の実践では，平和教育以外
の活用方法や，新学習指導要領と関連付けた活用方法
を提案した。社会教育では，戦争遺跡の分類の視点に
基づくことで，「東広島市歴史文化基本構想」で目指
している文化財として活用できるガイドマップを既存
のものを加筆・修正して作成した。
今後の課題として以下のものが挙げられる。本研究
において，空中写真により判読した構造物が補給廠の
弾薬庫であることの物的証拠は，土塁のみである。補
給廠の実態を明らかにするためには，発掘調査など更
なる詳細な調査が求められる。また，本研究では地域
住民の一部にしか聞き取りが出来なかった。補給廠の
実態を知るには，当時を知る地域住民からの聞き取り
が必要となる。特に，戦争遺跡の抱える課題として当
時を知る住民の高齢化による収集可能な情報量の減少
が考えられることから，早急な情報収集が求められ
る。本研究が契機となり，当時の補給廠に関する新た
な情報提供が寄せられ，補給廠の戦争遺跡としての価
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値がさらに明らかとなることも期待したい。
また，東広島市の戦争遺跡の活用では，活用例の紹
介と教育的意義の提案に留まっているため，戦争遺跡
を活用した教育実践を実施することで実践例の蓄積を
行うと共に，戦争遺跡の持つ教育効果や教育的意義を
検証する必要がある。さらに，現在見つかっている戦
争遺跡についても，学校現場においても活用しやすい
データになるように，地図によるマッピングや写真 ･
映像による図解などによりこれまでの研究を分かりや
すく整理する必要がある。
ガイドマップについては戦争遺跡の全数調査を行
い，1つの文化財群として再構築することで有機的な
理解を促すマップを作成する事が必要であろう。
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【注】
 1） 東広島市（2017）：東広島市歴史文化基本構想，11-12.

 2） 東広島市（2017）：東広島市歴史文化基本構想，34-38，

「住民に対する歴史文化に関するアンケート調査」は，47

ある住民自治協議会に対する調査（平成 29年 2月 3日

（火）～ 3月 31日（金）実施）と市の住民台帳から各地区

の人口比率に応じて無作為に抽出した 1000人の市民に対

する調査（平成 29年 6月 6日（火）～ 6月 30日（金）実

施）の 2つのアンケート調査によって実施された。

 3） 東広島市 HP（2020年 1月 21日閲覧）https://www.city.

higashihiroshima.lg.jp/soshiki/somu/5/9/13212.html
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